坑井内計測用光干渉型4成分マイクロ弾性波検出器の開発 by 新妻  弘明
坑井内計測用光干渉型4成分マイクロ弾性波検出器
の開発             














































































J(eun2 - a,2)2. (2fa,nap)2
ご-こ=-,票三
となる｡















































































(a)ばね定数klN/m], (b)はりの幅wlm], (C)はりの厚さt'lm], (d)はりの長さLlm], (e)
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(a) :実験1回目の波形を加算平均して求めた4成分コヒ-レンシー
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(b) :実験2回目の波形を加算平均して求めた4成分コヒ-レンシー
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(｡) ‥実験2回目でエアガンを入れる坑井を遠くにしたとき取得した波形の
加算平均波形から求めた4成分コヒ-レンシー
図19 :4成分コヒ-レンシー
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まとめと今後の課題
本研究の成果は以下の通りである｡
*光干渉型マイクロ加速度センサを設計,試作し,さらにプロセスの見直しを行うことに
より,設計値に近い周波数特性･感度を有するマイクロセンサを1 0個程度完成させた｡
*上記センサを正四面体状に4個配置した光干渉型4成分マイクロ弾性波検出器を試作
し,実験室内および学内テストフィールドにおいで性能を評価した｡
*その結果,本弾性波検出器が1kHz程度までの帯域で弾性波を検出する能力があるこ
とが明らかになった｡
また,本研究により明らかになった今後の研究課題は以下の通りである｡
*ギャップ長の保持:本センサのギャップ長は3 0pm程度であり,現状の構造では,光
ファイバに加わる張力により,ギャップ長が変化している可能性が高い｡このため,実
用化のためにはギャップ長を正確に保持する構造を検討する必要がある｡
* sN比の改善:本センサは特定の波長帯域における干渉光の強度によりギャップ長の変
化を検出している｡このため,レ-ザ光の揺らぎや検出器の雑音によりSN比は高くな
い｡これを解決するためには, (a)レ-ザ光の揺らぎに起因するパワーの変動を抑圧す
る技術の開発,または(b)波長領域における計測法,の検討が必要である｡
本センサは, 1辺3cm程度の大きさを有する金属マウントに4成分のセンサを固定し,
それにより弾性波の粒子運動軌跡を検出するものであり,従来の検出器に比して数十万分
の1程度のコスト,体積で弾性波を検出可能にするものである｡本助成金による研究をベ
ースにし,今後実用化-向け更なる研究を実施したい｡
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